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令和７年陸別町議会９月定例会会議録（第２号） 

招 集 の 場 所 陸 別 町 役 場 議 場

開 閉 会 日 時 開会 令和７年９月３日　午前10時00分 議　長  久 保 広 幸

及 び 宣 告 散会 令和７年９月３日　午後１時41分 議　長  久 保 広 幸

      応（不応）招議 議席 出席等 議席 出席等
      員 及 び 出 席 並 氏　　名 氏　　名

び に 欠 席 議 員 番号 の　別 番号 の　別

 出席　　　７人 １ 濱 田 正 志 ○

 欠席　　　０人 ２ 三 輪 隼 平 ○

 凡例 ３ 渡 辺 三 義 ○

 ○ 出席を示す ４ 工 藤 哲 男 ○

 ▲ 欠席を示す ５ 中 村 佳 代 子 ○

 × 不応招を示す ６ 谷 　 郁 司 ○

８ 久 保 広 幸 ○

会議録署名議員 　　渡 辺 三 義 　　工 藤 哲 男

  職務のため議場に 事務局長 主査
出席した者の職氏名 　　　　　　　　請　川　義　浩 　　　　　　　竹　島　美 登 里

法第１２１条の規定 町　　　　　長 本　田　　　学 教　　育　　長 有　田　勝　彦

により出席した者の 監 査 委 員 村　本　和　弘 農 業 委 員 会 長 佐　藤　直　人

職氏名　　　　　

町長の委任を受けて 副 町 長 今 村 保 広 会 計 管 理 者 庄 野 勝 政

 総 務 課 長 丹 崎 秀 幸 町 民 課 長 本 間 　 希

出席した者の職氏名 産 業 振 興 課 長 菅 原 靖 志 建 設 課 長 山 崎 　 誠

保健福祉センター次長 空 井 猛 壽 国保関寛斎診療所事務長 （ 空 井 猛 壽 ）

総 務 課 参 事 瀧 澤 　 徹 総 務 課 主 幹 清 水 　 遊

建 設 課 参 事 清 水 光 明

教育長の委任を受けて 教 委 次 長 瀧 澤 勇 二

出席した者の職氏名

農業委員会会長の委任を 農 委 事 務 局 長 遠 藤 克 博

受けて出席した者の職氏名

選挙管理委員会委員長の

委任を受けて出席した

者の職氏名　　　

議 事 日 程 別紙のとおり

会 議 に 付 し た 事 件 別紙のとおり

会 議 の 経 過 別紙のとおり
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◎議事日程

日程 議 案 番 号 件　　　　　　　　　　名

１ 会議録署名議員の指名

２ 議 案 第 ５ ５ 号 令和６年度陸別町一般会計歳入歳出決算認定について

   令和６年度陸別町国民健康保険事業勘定特別会計歳入歳出決
  ３ 議 案 第 ５ ６ 号

算認定について

   令和６年度陸別町国民健康保険直営診療施設勘定特別会計歳
  ４ 議 案 第 ５ ７ 号

入歳出決算認定について

   令和６年度陸別町介護保険事業勘定特別会計歳入歳出決算認
  ５ 議 案 第 ５ ８ 号

定について

   令和６年度陸別町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定
  ６ 議 案 第 ５ ９ 号

について

   令和６年度陸別町簡易水道事業会計歳入歳出決算認定につい
  ７ 議 案 第 ６ ０ 号

て

   令和６年度陸別町公共下水道事業会計歳入歳出決算認定につ
  ８ 議 案 第 ６ １ 号

いて

－ － ※各会計決算については、議案の説明まで

 

◎会議に付した事件 

 　議事日程のとおり

 



― 3 ―

 開議　午前１０時００分

○事務局長（請川義浩君）　御起立願います。 

　おはようございます。 

 　お座りください。

○議長（久保広幸君）　村田産業振興課主幹、前田保健福祉センター主幹、向井保健福祉

センター主幹、大鳥居教育委員会主幹より欠席する旨、庄野会計管理者より午後より退席

 する旨報告がありました。

──────────────────────────────────── 

◎開議宣告 

──────────────────────────────────── 

○議長（久保広幸君）　これより、本日の会議を開きます。 

──────────────────────────────────── 

◎日程第１　会議録署名議員の指名 

──────────────────────────────────── 

 ○議長（久保広幸君）　日程第１　会議録署名議員の指名を行います。

 　会議録署名議員は、３番渡辺議員、４番工藤議員を指名します。

──────────────────────────────────── 

◎日程第２　議案第５５号令和６年度陸別町一般会計歳入歳出決算 

認定について 

◎日程第３　議案第５６号令和６年度陸別町国民健康保険事業勘定 

特別会計歳入歳出決算認定について 

◎日程第４　議案第５７号令和６年度陸別町国民健康保険直営診療 

施設勘定特別会計決算認定について 

◎日程第５　議案第５８号令和６年度陸別町介護保険事業勘定特別 

会計歳入歳出決算認定について 

◎日程第６　議案第５９号令和６年度陸別町後期高齢者医療特別会 

計歳入歳出決算認定について 

◎日程第７　議案第６０号令和６年度陸別町簡易水道事業会計歳入 

歳出決算認定について 

◎日程第８　議案第６１号令和６年度陸別町公共下水道事業会計歳 

入歳出決算認定について 

──────────────────────────────────── 

○議長（久保広幸君）　日程第２　議案第５５号令和６年度陸別町一般会計歳入歳出決算

認定についてから、日程第８　議案第６１号令和６年度陸別町公共下水道事業会計歳入歳

 出決算認定についてまで、７件を一括議題とします。

 　提案理由の説明を求めます。
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 　本田町長、登壇願います。

○町長（本田　学君）〔登壇〕　議案第５５号令和６年度陸別町一般会計歳入歳出決算認

定について、続きまして、議案第５６号令和６年度陸別町国民健康保険事業勘定特別会計

歳入歳出決算認定について、続きまして、議案第５７号令和６年度陸別町国民健康保険直

営診療施設勘定特別会計歳入歳出決算認定について、続きまして、議案第５８号令和６年

度陸別町介護保険事業勘定特別会計歳入歳出決算認定について、続きまして、議案第５９

号令和６年度陸別町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定について、続きまして、議

案第６０号令和６年度陸別町簡易水道事業会計歳入歳出決算認定について、続きまして、

議案第６１号令和６年度陸別町公共下水道事業会計歳入歳出決算認定について、以上、議

案第５５号から議案第６１号まで、７件を一括して別紙、監査委員の意見を付しまして、

 議会の承認を求めるものであります。

　内容につきましては、副町長に説明させたいと思いますので、御審議のほどよろしくお

 願い申し上げます。

 ○議長（久保広幸君）　今村副町長。

○副町長（今村保広君）　それでは、議案第５５号から議案第６１号までの令和６年度の

 各会計の決算について、一括して御説明させていただきます。

 　まず初めに、資料ナンバー１０を御覧いただきたいと思います。

 　令和６年度の企業会計を除く、５会計の決算状況でございます。

　この表につきましては、令和６年度の決算書の各会計の実質収支に関する調書と合うも

 のであります。

　合計につきましては、資料ナンバー１０の右欄に記載のとおりでございますが、歳入歳

出差引き２億４,９２４万９,９６６円、翌年度に繰り越すべき財源は、一般会計のみが繰

越明許費繰越額３８５万８,０００円で、歳入歳出差引額からこの翌年度に繰り越すべき

 財源を除いた実質収支額は２億４,５３９万１,９６６円であります。

　この中から一般会計において、地方自治法第２３３条の２及び地方財政法第７条の規定

に基づき、実質収支額の２分の１を下回らない金額９,０００万円を財政調整基金に積み

 立てて、残りを繰り越します。１億５,５３９万１,９６６円となります。

　なお、複数の会計にまたがる議案説明資料につきましては、基金別増減の状況が資料ナ

ンバー１１、起債残高推移がその次の資料ナンバー１２です。人件費の比較表は、資料ナ

ンバー１３の１及び１３の２でつけてございますので、後ほど御覧いただきたいと思いま

 す。

 　次、資料ナンバー１４を御覧ください。

 　まず、資料の訂正をお願いいたします。

　下から２行目、令和６年度から令和７年度の繰越しと記載しておりますが、令和５年度

 から令和６年度の誤りであります。大変申し訳ございませんでした。

　令和６年度繰越事業一覧は、繰越予算額５,０３１万６,０００円で、実績が４,８４７
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 万８,３９８円です。

　次の資料ナンバー１５でございますが、こちらは令和７年度繰越事業一覧で、令和６年

度から令和７年度へ繰り越す分でございます。予算額５,４３２万７,０００円で、一般財

 源の合計が３８５万８,０００円で、翌年度への繰越額から除外するのでございます。

 　それでは、歳入の説明に入らせていただきます。

 　決算書１３４ページを御覧ください。

 　第１表、令和６年度歳入歳出決算の総括であります。

　予算額５４億２,７３９万２,０００円、歳入の決算額５３億７,３３８万８,７４０円、

 歳出の決算額５２億４６５万２,２２５円、差引き残額１億６,８７３万６,５１５円。

 　１３５ページを御覧ください。

 　第２表、第３表は、前年度各科目ごとの比較でございます。

 　第２表、令和６年度の歳入の合計は、下段になります。収入済額Ｃの欄です。

　５３億７,３３８万８,７４０円で、前年より約６億３,６３４万円の減となっていま

 す。

　１０款地方交付税は、収入済額２３億７,０７９万８,０００円で、収入総額に占める割

 合が４４.１％であります。

 　続きまして、１３６ページ、第３表を御覧ください。

　令和６年度の歳出の合計でございますが、支出済額５２億４６５万２,２２５円で、前

年度より約６億６,０００万円の減です。翌年度繰越額は５,４３２万７,０００円で、不

 用額１億６,８４１万２,７７５円となります。

 　第４表、町税。

 　町税徴収実績表でございます。左側が現年分、右側が滞納繰越分です。

　現年度分の収入済額４億２,３４７万２,４８４円。不納欠損額２件、１万１,１００

 円。収入未済額７件、２８万６,６５６円、収納率９９.９％でございます。

　滞納繰越分の収入済額２２万４,２２７円、不納欠損が３件、３万６,４００円、収入未

 済額４７件、１７８万６５３円、収納率１１.０％です。

　資料ナンバー１６の１から１７までは、今の町税の実績等を記入してございますので、

 後ほど御覧いただきたいと思います。

　１３８ページ、第５表、歳出の性質分析表でございますが、款ごとに分類した決算統計

 上の数値を使用した表でございます。

　１３９ページ、第６表、最近５か年間の決算額調ですが、参考として、これも後ほど御

 覧いただきたいと思います。

　１４０ページ、第７表、引上げ分の地方消費税交付金、社会保障財源化分でございます

が、引き充てられている社会保障４経費、決算額の合計につきまして、８億８,０５２万

８,０００円で、この社会保障４経費の内訳でございますが、社会福祉、社会保険、保健

衛生の事業の令和６年度の決算額の合計が８億８,０５２万８,０００円で、一般財源の一
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 部として、この地方消費税交付金３,３９０万円が充当されております。

　以上で、大体の説明資料の説明を終わりましたので、事項別明細書の９ページをお開き

ください。事項別明細書では細かい部分は省略いたしまして、大まかな説明とさせていた

 だきますので、あらかじめ御了承いただきたいと思います。

　９ページ、１款町税、先ほどの資料ナンバー１６の１から資料ナンバー１７と併せて御

 覧いただきたいと思います。

　決算書１０ページ、上段、１款町税１項町民税１目個人１節現年課税分、収入済額１億

１,４３６万５,８１９円で、収入未済額が６件、２８万１,７５６円、２節滞納繰越分

 は、収入済額１７万８,９２７円、収入未済額２７件、１０２万１５３円であります。

 　２目法人の収入済額は、現年課税分で１,３７３万５,９００円でございます。

　２項１目固定資産税１節現年課税分の収入済額２億６,０１３万３,０５０円、不納欠損

額は２件、１万１,１００円、収入未済額は１件、４,９００円。２節滞納繰越分、収入済

額４万５,３００円、不納欠損額は３件、３万６,４００円、収入未済額は２０件、７６万

 ５,００円であります。

 　２目国有資産等所在市町村交付金の収入済額７０１万２,３００円。

 　３項軽自動車税１目環境性能割１節現年課税分、収入済額３９万４,０００円。

　２目種別割１節現年課税分、収入済額７２２万３,２００円。２節滞納繰越分はござい

 ません。

 　４項１目町たばこ税１節現年課税分、収入済額２,０６０万８,２１５円。

 　２款地方譲与税１項１目１節自動車重量譲与税は５,４０８万４,０００円。

 　２項１目１節地方揮発油譲与税は１,７６７万２,０００円。

 　３項１目１節森林環境譲与税は４,３０５万円。

 　３款１項１目利子割交付金１３万７,０００円。

 　４款１項１目配当割交付金１３１万３,０００円。

 　５款１項１目株式等譲渡所得割交付金２０２万５,０００円。

 　６款１項１目法人事業税交付金５８０万２,０００円。

 　７款１項１目地方消費税交付金６,３９１万６,０００円。

　先ほど説明したとおり、このうち社会保障財源化分が３,３９０万円、地方消費税交付

 金分が３,００１万６,０００円です。

 　８款１項１目環境性能割交付金８２５万３,０００円。

 　９款１項１目地方特例交付金９９７万２,０００円。

　２項１目新型コロナウイルス感染症対策地方税減収補塡特別交付金１８７万１,０００

 円。

　１０款１項１目地方交付税２３億７,０７９万８,０００円。前年より２７０万７,００

０円の増です。普通地方交付税が２１億５,３００万７,０００円、特別交付税２億１,７

７９万１,０００円で、令和７年３月末の人口を町民２,０８５人で割りますと、１人当た
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 り１１３万７,０７３円で、前年度より３万６,６５９円の増となります。

 　１１款１項１目交通安全対策特別交付金、科目存置。

　１２款分担金及び負担金１項分担金１目農林水産業費分担金３,４５２万５,４２５円

 は、道営草地整備事業に係る農業者の分担金です。法人７件、個人１２件分です。

　２項負担金１目民生費負担金７０万９６０円は、町外の養護老人ホームの入所者負担分

 です。

　１３款使用料及び手数料１項使用料１目総務使用料、合計で３,８１９万２,２７１円で

ございますが、節ごと、１節行政財産使用料は５４８万５,２８４円で、町有地、庁舎、

天文台、保健センターなどの公共の土地・建物の使用料でございます。２節福祉館等使用

料１３件分で２１万３,１００円、３節タウンホール使用料５件分、６万７,３００円、４

節ふるさと交流センター使用料１,３９９万９,６００円で、昨年度は３,８３３人が宿泊

 しております。

　議案説明書、資料ナンバー１８にオーロラハウスの利用状況をつけておりますので、後

 ほど御覧いただきたいと思います。

　５節銀河の森宇宙地球科学館等使用料１,８４２万６,９８７円。天文台及びコテージの

入館料で、天文台が７,５４８人、コテージが７９６棟、稼働率３１.２％です。これも資

 料ナンバー１９及び資料ナンバー２０を後ほど御覧ください。

　２目民生使用料１節老人福祉使用料５７万３,３００円は、福寿荘の使用料でございま

す。２節児童福祉使用料３２９万９,６４０円は、陸別保育所への広域入所３名分の保育

 料です。３節福祉住宅使用料４８万円は、からまつハウスの使用料であります。

　３目衛生使用料１節保健衛生使用料３１９万２,２９０円は、公衆浴場の使用料で９,０

１６人、こちら前年より４４２人増です。利用状況は、予算書７３ページの枠内に載せて

おります。２節水道使用料５１７万１,６９３円は、小利別専用水道使用料で、給水人口

 は５０人となっております。

　４目農林水産使用料１節農林水産使用料９万６,８００円は、加工センターの使用料

で、こちらは資料ナンバー２１を後ほど御覧ください。２節営農用水使用料４８７万９,

３９８円。上陸別・トラリ地区の使用料で、上陸別地区が給水人口６４人、使用料２６８

 万８,３１９円、トラリ地区が４５人、使用料２１９万１,０７９円となります。

　５目商工使用料１節公園使用料は７万１,３２２円で、イベント広場等の使用料でござ

 います。

　６目土木使用料１節道路橋りょう使用料２４６万１,６４３円は、道路占有料２８件分

でございます。２節河川使用料６万９,０４５円は、河川占有の２４件でございます。３

節住宅使用料５,５９０万８,３００円は、公営住宅等の使用料でございます。４節集会所

 使用料、科目存置。

　７目教育使用料１節社会教育使用料１万８,０００円は、公民館等の使用です。２節資

料館等使用料１０万３,８００円は、関資料館の入館料３４６名分です。実入館者は３９
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 ３名となっております。３節学童保育所使用料１５４万５,０００円。

　２項手数料１目総務手数料１２９万４,１００円は、戸籍や住民票等の各種の証明書発

 行手数料でございます。

　２目１節衛生手数料７３３万４００円は、指定ごみ袋等の販売、畜犬登録手数料等でご

 ざいます。２節水道手数料は、科目存置。

 　３目農林水産手数料１節営農用水手数料は、８,０００円です。

　１４款国庫支出金１項国庫負担金１目民生費負担金１節社会福祉費負担金７,７８６万

５,４９２円は、障害者介護給付費等に係る負担金、介護保険の低所得者保険料軽減負担

金、国保の保険基盤安定負担金などとなります。２節児童福祉費負担金４,６６２万９,７

 ２１円は、児童手当の負担金、子どものための教育・保育給付費負担金などです。

　２目衛生費負担金１節保健衛生費負担金３０万６,０３１円は、新型コロナウイルスワ

 クチン接種負担金、療育医療負担金などであります。

　２項国庫補助金１目総務費補助金１節総務管理費補助金９,０６５万１,０００円は、情

報システムの標準化・共通化事業の補助金、物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金、

 社会保障・税番号制度システム整備補助金などであります。

　２目民生費補助金１節社会福祉費補助金４６８万２,０００円は、生活困窮者就労準備

支援事業等補助金などであります。２節児童福祉費補助金５３１万３,０００円は、子ど

 も・子育て支援交付金などであります。

　３目衛生費補助金１節保健衛生費補助金４８９万８,０００円は、二酸化炭素排出抑制

 補助金などであります。

　４目農林水産業費補助金１節農業費補助金２３６万５,０００円は、上陸別地区の農業

 水路長寿命化等の補助金です。

　５目土木費補助金１節道路橋りょう費補助金５,３０１万３,０００円は、橋梁長寿命化

 事業の補助金です。

　６目教育費補助金１節小学校費補助金３,０００円及び２節中学校費補助金６万２,００

 ０円は、共に学校保健特別対策事業補助金です。

　３項委託金１目総務費委託金１節総務管理費委託金１１２万８,３２１円は、拠出年金

事務の委託金です。２節選挙費委託費７４０万２,５６０円は、衆議院議員総選挙に係る

 執行経費です。

 　２目民生費委託金８,５６４円は、特別児童扶養手当の事務委託金。

　１５款道支出金１項道負担金１目民生費負担金１節社会福祉費負担金５,８７１万３,０

８１円は、民生委員活動費負担金。先ほど国庫負担金のところで説明しました障害者介護

給付費などの負担金、国保、後期の保険基盤安定負担金なので、おおむね４分の１の負担

率となっております。２節児童福祉費負担金１,５０７万９,８５１円は、子どものための

 教育・保育給付費負担金などです。

 　２目衛生費負担金は、科目存置。
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　２項道補助金１目総務費補助金１節総務管理費補助金１１４万５,０００円は、地域づ

 くり総合交付金、無線事業者普及支援システム補助金などであります。

　２目民生費補助金１節社会福祉費補助金７５６万３,３０５円は、重度、乳幼児等の医

療費補助金、介護サービス利用者負担軽減補助金などであります。２節児童福祉費補助金

 ５４３万２,０００円は、子ども・子育て支援交付金ほかです。

 　３目衛生費補助金１２万９,４１２円は、妊産婦安心出産支援事業費補助金ほか。

　４目農林水産業費補助金１節農業費補助金７,６１５万１,０８７円、こちらは中山間地

域の直接支払事業、多面的機能の支払事業補助金、あと新規就農者の育成総合対策事業補

助金ほかであります。２節林業費補助金３,３８８万２６７円は、森林環境保全整備事

 業、豊かな森づくり推進事業、エゾシカ緊急対策事業、小規模治山事業ほかであります。

 　５目教育費補助金１４万３,０００円は、地域学校協働活動補助金です。

　３項委託金１目総務費委託金１節総務管理費委託金７万５,８５０円は、旅券発行事務

など権限移譲事務交付金であります。２節徴税費委託金３３７万６,６５９円は、道民税

の徴収委託金です。３節戸籍住民基本台帳費委託金１万２００円は、戸籍調査事務の委託

金です。４節統計調査費委託金３３万２円は、農林業センサスほかの統計調査委託金で

 す。

　２目衛生費委託金１節保健衛生費委託金１万６,０００円は、公害防止事務の委託金で

 す。２節清掃費委託金１万５,５４９円は、建設リサイクル法事務の取扱委託金です。

　３目農林水産業費委託金１節農業費委託金１７４万２,５８４円は、家畜伝染病予防事

務委託金、あと道営事業の監督等の補助委託金です。２節林業費委託金１４万９,６００

 円は、有害鳥獣捕獲許可事務委託金。

 　４目１節商工費委託金１,８８５円は、商工会法関係許認可事務です。

　５目土木費委託金１節土木管理費委託金１１０万３,１６５円は、陸別川樋管管理の委

 託金、道道除雪作業の委託金ほかであります。

　１６款財産収入１項財産運用収入１目財産貸付収入１節土地建物貸付収入３,０１８万

７,６９６円は、普通財産の土地建物の貸付収入で、産業振興住宅ルナコート、貸付住

宅、移住産業研修センターなどの貸付収入となります。２節通信設備貸付収入１,２３０

 万４,０５０円は、光ファイバー網の貸付収入です。

 　２目１節利子及び配当金２１８万２,３２８円、各基金の利子ほかとなります。

　２項財産売払収入１目不動産売払収入１節土地売払収入１２３万３７２５円、こちらは

道東自動車道の関係で開発建設部への売払い、あと分譲地一区画分の売払いとなります。

 ２節建物売払収入は科目存置。

　２目物品売払収入１節生産物売払収入１,０４１万円は、町有林の立木及び間伐材の売

払いです。立木が分線地区、５０年製のカラマツです。こちらが９１３万円で、間伐財は

 弥生地区のアカエゾで１２８万円、以上となります。

 　１７款１項寄附金１目一般寄附金は科目存置。
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　２目指定寄附金１,４８４万５,８００円は、ふるさと納税分６２３件、８４９万５,８

００円、企業版ふるさと納税２７０万円、指定寄附３６５万円。１節総務費寄附金８０３

万９,０００円となります。２節農林水産業費寄附金２３６万２,８００円、ふるさと納税

４２件、６６万２,８００円、企業版１７０万円。３節教育費寄附金１３６万８,０００円

は、ふるさと納税９８件、１２６万８,０００円、指定寄付金１０万円。４節民生費寄附

金７８万５,０００円、ふるさと納税４８件、５８万５,０００円、指定寄附２０万円。５

節衛生費寄附金２２９万１,０００円は、ふるさと納税１５０件、２１４万１,０００円、

 指定寄附１５万円。

　１８款繰入金１項基金繰入金１目財政調整基金繰入金は、１億３,０００万円を取り崩

 し、財源不足に対応しております。

 　２目減債基金繰入金は、２億円を地方債の償還に充当しております。

 　３目ふるさと整備基金繰入金は３,９００万円。

 　４目いきいき産業支援基金繰入金は４,５９５万円。

 　５目ふるさと銀河線跡地活用等振興基金繰入金は１,１４０万円。

 　６目地域福祉基金繰入金は４,６６０万円。

 　７目公共施設等維持管理基金繰入金は４３０万円。

 　８目学校給食センター管理運営基金繰入金２,３９０万円。

 　９目スポーツ振興基金繰入金は４１万７,００７円。

 　１０目森林環境譲与税基金繰入金は４,３３０万円。

　１１目地球温暖化対策基金繰入金は１億２,８００万円で、基金繰入金の総額は６億７,

２８６万７,００７円で、前年比より１億６,８００万円の減で、それぞれ該当する事業に

 充当しております。

 　資料ナンバー１１の右から２列目の一般会計の合計欄が決算額となります。

 　２項特別会計繰入金１目介護保険事業勘定特別会計繰入金は該当なし。

　２目後期高齢者医療特別会計繰入金２５万２５０円は、長寿健康増進事業補助金分で

 す。

 　１９款１項１目繰越金は、前年度繰越金７,４１５万８,６９６円でございます。

　２０款諸収入１項延滞金加算金及び過料１目延滞金４万７２０円は、町民税等の延滞金

 で４件分です。

 　２目加算金は科目存置。

 　２項１目１節町預金利子は３４万４,７３３円。

　３項貸付金元利収入は、１目１節家畜導入貸付金収入２,２７７万５,０００円。内訳

は、約定償還分で優良家畜でございますが、２２０頭で２,２３３万５,０００円、繰上償

還分１頭４４万円、こちら資料ナンバー２３に記載してございますので、後ほど御覧いた

 だきたと思います。

　２目１節貸付金元利収入１億８万５,７７１円は、中小企業融資に伴う信用保証協会貸
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 付金１億円のほか、貸付金原資に対する利子となります。

　３目１節奨学資金貸付金収入２０８万２,０００円、こちら償還金です。６年度末の貸

 付残高は４,２６８万５,５００円となります。

　４項雑入１目１節滞納処分費は科目存置。 

 　２目１節弁償金２万３,１７０円は、複写機使用料等に係る弁償金となります。

　３目雑入１節介護予防支援報酬９１万３,２１４円は、介護予防計画作成の報酬で１８

９件分。２節居宅介護支援報酬４９０万２,０００円は、居宅介護サービス計画作成の報

酬４０９件分。３節高齢者福祉施設負担金１１９万８６３円は、福寿荘入居者の食事負担

金。４節学校給食費等１,１００万１,３８５円、小中学生、保育所職員等の負担金。５節

電話使用料８,１８２円は、庁舎、福祉館等の電話使用料。６節電気等使用料９万８,６１

０円は、コテージ等の電気等使用料となります。７節子育て支援対策徴収金、該当はあり

ません。８節雑入５,０２１万５,７８２円は、ほかの区分に属さない収入で、金額の大き

なものとして、複合事務組合の精算金、退職手当組合の精算金、派遣職員に係る給与費等

の負担金、宝くじ交付金、支障物件の補償費、交流センターの燃料等の使用料、あと前年

 度の介護給付費の負担金の精算に伴う返還金などとなっております。

　４目過年度収入１節子どものための教育・保育給付費負担金、令和５年度の同費の追加

 交付で３５万４,４７４円であります。

　２１款１項町債は、総額６億９,９０１万６,０００円となります。予算項目ごとの主要

 事業を説明いたします。

　１目１節総務債２億７,９９０万円。過疎地域の自立促進特別対策事業、庁舎エアコン

 設置、天文台屋上壁面改修、防災行政無線整備ほかであります。

　２目１節民生債１,６８０万円。保育所のフェンス設置、高齢者交流センターエアコン

 設置。

　３目衛生債１節清掃費１１０万円。こちら帯広市にあるごみの中間処理施設の整備分担

 金であります。

　４目農林水産業債１節農業債１億１,７５０万円。第２上陸別畑地帯総合整備事業、ト

マム地区の農地整備事業、草地基盤整備などであります。２節林業債２,９５０万円。ウ

 エンベツ地区の小規模治山事業、ウエンベツ地区の林道のり面補修ほかとなります。

 　５目１節商工債３００万円。公園等のＬＥＤ改修であります。

　６目土木債１節道路橋りょう債１億７,０９０万円は、町道トマム川沿線の道路整備、

 町道駅南通りの整備、緑橋の改修等であります。

　７目１節消防債６,７２０万円。消防のタンク車の更新でございます。その他庁舎のＬ

 ＥＤ改修も入っております。

 　８目教育債１節学校教育施設整備費８５０万円。中学校体育館ＬＥＤ改修。

 　９目１節臨時財政対策債は４６１万６,０００円。

　歳入の合計につきましては、当初予算額５０億２,８９９万４,０００円で、補正予算額
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３億４,８０８万２,０００円、繰越分５,０３１万６,０００円、予算現計額５４億２,７

３９万２,０００円で、調定額５３億７,５５０万３,５４９円、収入済額５３億７,３３８

万８,７４０円で、不納欠損額４万７,５００円、収入未済額２０６万７,３０９円であり

 ます。

 　以上で歳入を終わりまして、続いて４３ページ、歳出をお願いいたします。

 　歳出。

　１款１項議会費５,０３０万６,２４４円であります。議員の報酬、事務局職員の人件

 費、議会活動の運営費などの執行でございます。

　２款総務費１項総務管理費１目一般管理費２億７,２２０万６,４８５円は、職員研修、

人件費、総務課・出納課などの職員人件費、役場全体で使用する消耗品やパソコンなどの

備品の購入費、電算システム関連経費などであります。１７節備品購入費４４３万６,０

２５円は、大型カラープリンター１台、あと端末２台ほかとなります。主な不用額であり

 ますが、人件費でありまして３節職員手当等、４節共済費などとなります。

　２目文書広報費１,１２５万２,７２９円は、町広報紙の発行、ホームページの管理、役

 場全体の郵便料などであります。

 　３目財政管理費５８万９,３８０円は、予算書の印刷費。

　４目会計管理費２４８万９,６８９円は、決算書の印刷、金融機関に対する口座振替、

 窓口収納手数料などであります。

　５目財産管理費５億６,１０５万３,８６１円は、庁舎、タウンホール、福祉館、りくべ

 つ鉄道、その他公共施設、公用車管理、基金の管理などの費用となります。

 　主な事業につきましては、決算書４７ページの枠内を御覧いただきたいと思います。

　１４節工事請負費として、庁舎エアコン設置工事、貸付事務所の屋根塗装工事などがあ

ります。主な不用額でございますが、１０節需用費が修繕料、燃料費などで、１２節委託

料は除雪業務、光ケーブル設備改修、福祉バスの運行委託などが不用額となっておりま

す。１７節備品購入費７９万４,５３０円は、ルナコートの管理用備品、福祉館用備品、

車両管理用備品などであります。２２節償還金利子及び割引料１００万１,１０５円は、

車両譲渡に係る償還金であります。２４節積立金３億８,７４９万２４７円については、

 各基金の積立てとなり、資料ナンバー１１となります。

 　６目町有林管理費３,４８１万２,１５２円は、町有林管理に係る経費であります。

　資料ナンバー２５に町有林管理事業収支一覧表、また、決算書の４９ページの枠内にも

 事業一覧が記載してございますので、御覧いただきたいと思います。

　１５節の原材料３４７万６１０円につきましては、森林作業路整備用の岩盤、また、苗

 木代等でございます。主な不用額は１節報酬で、森林作業員の報酬となります。

　７目企画費６,９８２万６,９２９円は、地域交通確保事業、空き家解体事業、ふるさと

納税促進事業、移住・定住事業などであり、こちらも決算書の４９ページ及び５０ページ

 の枠内に主要事業を記載しております。
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　その中から、バス運賃の助成２,１６１万６,０００円、移住定住促進住宅建設事業は４

７２万６,７００円、ハイヤー助成、タクシーの運行事業でございますが、１,９１９万

３,３４０円ほかとなります。不用額につきましては、１８節で運賃助成事業、まちづく

 り事業ほかとなります。

 　８目公平委員会費は、執行がございません。

　９目交通安全対策費１０１万８,７８０円は、交通安全指導委員会、交通安全協会補助

 金等となります。

　１０目諸費３２０万５,６５３円は、自治会活動等促進交付金、町功労者表彰などとな

 ります。

　１１目交流センター管理費４,２１１万２００円は、ふるさと交流センター及び周辺施

設の管理費などであり、１４節の工事請負費は交流センターのＬＥＤ改修工事、誘導灯の

ＬＥＤ改修工事を実施しております。１７節の備品購入費はＡＥＤ、オーロラハウス用の

 冷蔵庫等であります。

　決算書５３ページの枠内に管理費の集計が記載してございますので、後ほど御覧いただ

 きたいと思います。

 　主な不用額でございますが、１２節委託料は、宿泊施設等管理分などとなります。

　資料ナンバー１８にオーロラハウスの利用状況をつけておりまして、利用者３,８３３

 人でございます。

　１２目銀河の森管理費１億８,８４４万８,３３８円は、天文台、コテージ村、銀河の森

専用水道に係る職員人件費を含む管理費であります。１４節の工事請負費は、天文台の外

壁屋上防水工事１億１,８８０万円、コテージの内部改修工事３４８万７,０００円。こち

らは工期の関係により、繰越明許事業となっております。天文台入館者７,５４８名で前

 年比２,１６２人の増、コテージ利用は７９６棟で４５棟の減となります。

 　資料ナンバー１９及び２０となります。

　決算書５６ページの１７節備品購入費７０万８４７円は、コテージ用の屋外カメラ、コ

テージ用の乾燥機、天文台用のパソコンなどであります。主な不用額でございますが、１

０節需用費が電気料など、１２節委託料はコテージ・天文台管理委託、専用水道の管路等

 修繕委託などが不用額となります。

　１３目地域活性化推進費１,０１３万７,７７２円は、地域おこし協力隊員２名分、ミネ

 ラルウオーター事業などであります。

　１４目緊急支援給付金事業費３,３０８万９,２５９円は、非課税世帯等への給付金事業

 となります。件数、給付額等は決算書５５ページの説明欄に記載のとおりであります。

　なお、本事業は、令和５年度からの繰越事業費として、８５４万４,０００円が６年度

 予算に計上されて執行しております。

　５７ページ、２項徴税費１目税務総務費２,１６７万５,７５７円は、職員の人件費、税

の還付加算金などであります。２２節の償還金利子及び割引料は、確定申告等による法人
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 町民税、固定資産税等の還付金です。主な不用額は、２２節還付金分であります。

　２目賦課徴収費３６２万５,２５７円は、税務処理に係る電算委託、納付書印刷などで

あります。１８節負担金補助及び交付金では依頼案件はありませんが、滞納整理機構への

 運営分担金が１７万円であります。

　３項１目戸籍住民基本台帳費２,９０５万２,８７５円は、職員人件費、北海道自治体情

報システム協議会への負担金であります。１８節負担金補助及び交付金が、例年同様の費

用のほかに、戸籍システムの読み仮名対応に係る費用として、繰越明許事業分がありま

 す。こちらの繰越しの詳細についても、資料ナンバー１４で記載しております。

　４項選挙費１目選挙管理委員会費４１２万６,４９６円。選挙管理委員会委員の報酬、

 職員人件費等であります。

　２目衆議院議員選挙費７４０万２,５６０円は、１７節備品購入費は最高裁判所国民審

 査の読み取り集計機であります。

 　なお、本目の費用は、全額選挙費委託金で措置されております。

　５項統計調査費１目指定統計調査費３３万２,３２８円は、統計調査に係る費用で、令

 和６年度は２０２５農林業センサスを実施しております。

　６項１目監査委員費２１８万３,６４０円は、監査委員活動に要する費用でございま

 す。

　３款民生費１項社会福祉費１目社会福祉総務費３億５,５０４万１,７０３円ですが、子

ども医療費の助成、障害者支援事業費、社協の補助金、福祉住宅、防犯灯の管理運営、職

員の人件費、国保、介護等の特別会計の繰出金などがあります。令和６年度の事業でござ

いますが、防犯灯のＬＥＤ化工事をやっております。ＬＥＤ化は１００％となっておりま

す。２２節償還金利子及び割引料は、障害者医療費等の精算による返還金です。２７節繰

出金は、国保会計分２,３１３万円、介護保険会計分４,７７６万５,０００円です。主な

不用額でございますが、１８節負担金補助及び交付金で、社会福祉協議会の補助金や訪問

介護事業分などがあります。１９節扶助費の不用額は、重度医療費、障害者介護給付費等

 であります。また、２７節繰出金についても国保会計分で不用額が発生しております。

　資料ナンバー２７の１に社会福祉総務費分の民生費事業の実績状況がございますので、

 御覧いただきたいと思います。

　２目老人福祉費１億３,７０４万９,６７２円は、敬老祝い金、高齢者交流センター、老

人健康増進センター、ふれあいの郷などの施設維持費、居宅介護事業所設置事業費、デイ

サービスセンター運営費、特別養護老人ホーム借入金の償還金などとなります。主な不用

額でございますが、１０節需用費、電気料、燃料費、食料費などです。１２節委託料は、

かっこうの家の業務委託料など、１８節負担金補助及び交付金はデイサービスセンターの

 運営事業、介護職員の資格取得事業分などが不用額となります。

　資料ナンバー２７の２に老人福祉費の民生費事業実績がございますので、後ほど御覧い

 ただきたいと思います。
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　３目後期高齢者医療費４,９４８万７,９２５円は、１８節負担金補助及び交付金は北海

道後期高齢者医療広域連合への負担金で、２７節の繰出金は後期高齢者医療特別会計への

 繰出金であります。

　２項児童福祉費１目児童福祉総務費１,２２６万６,５２９円でありますが、この科目は

出産祝い金、障害児支援事業、児童施設等への通所支援、子どものための教育・保育事

業、ステップアップ応援給付金、子ども・子育て支援事業計画策定費などです。主な不用

額でございますが、１９節扶助費、障害児支援事業、出産・子育て応援事業などでありま

 す。

　２目児童福祉施設費８,３２６万６,０２２円は、保育所の管理運営費、職員人件費など

であります。１４節工事請負費は、保育所園庭のフェンス設置等工事であります。１７節

 備品購入費は、発達検査の用具、所内で使う洗濯機などであります。

　資料ナンバー２８に児童福祉関係の実績状況がございますので、後ほど御覧いただきた

 いと思います。

　３目児童措置費２,２２１万９,３３４円は、児童手当の支給などとなります。主な不用

 額は１９節扶助費、児童手当分となります。

　４款衛生費１項保健衛生費１目保健衛生総務費６,６１７万４１７円は、この科目は、

 保健事業に係る事務経費、職員人件費、帯広厚生病院の運営負担金などであります。

　２目保健衛生施設費３,３１４万７,１５１円は、保健センター、公衆浴場の管理運営

費、和室休憩室の床改修、浴場のろ過装置の改修などを実施しています。浴場の利用者で

ございますが、９,０１６人で前年より４２２人増となっています。１７節備品購入費で

 ありますが、券売機の更新、あと保健センター用の座卓テーブルほかとなります。

　３目予防費１,４１８万６,５７４円は、各種検診、予防接種事業などとなり、７３ペー

 ジの枠内に実績状況を記載しております。

　また、資料ナンバー２９にも予防事業等の実施状況がございますので、併せて御覧いた

 だきたいと思います。

　４目環境衛生費１,１３１万４,９３７円は、火葬業務、墓地管理、環境衛生費などでご

ざいます。１２節委託料には、地球温暖化対策実行計画策定支援業務として、６８９万７

９９円があります。また、合葬墓の使用が４２件あります。１７節備品購入費は蜂駆除用

 防護服１着です。

 ○議長（久保広幸君）　暫時休憩いたします。

 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　休憩　午前１０時４９分

 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　再開　午前１１時０５分

 ○議長（久保広幸君）　休憩前に引き続き、会議を開きます。

 　今村副町長。

 ○副町長（今村保広君）　それでは、５目診療所費から入りたいと思います。

　５目診療所費１億８,０６９万円は、国民健康保険直営診療施設勘定特別会計への繰出
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 金であります。

　２項清掃費１目清掃総務費４４７万８,４７４円は、し尿処理事業の助成金、複合事務

組合への負担金などであります。下水道建設負担金事業分の前年度からの繰越明許費５,

 ０００円がございまして、また、次年度への繰越明許費１,０００円が発生します。

　２目塵芥処理費７,３６６万７,１４２円は、ごみ処理関係経費となります。令和６年度

のごみ収集量は合計で４２５トン、前年より２５トン減となっています。１２節委託料に

は、塵芥処理委託業務５,２４５万３,４４０円があります。不用額は１８節負担金補助及

 び交付金で、十勝の複合事務組合の負担金ほかであります。

　３項水道費１目専用水道費９６３万６５４円は、小利別から下クンネベツまでの専用水

道に係る経費で、給水戸数２０戸。１７節備品購入費３６万２,８９０円は、水道メー

 ターとなります。

　２目水道費１億５５４万９,０００円は、簡易水道事業特別会計への繰出金でありま

 す。

　５款労働費１項１目労働諸費７万９,８１０円は、中小企業労働者福祉共済加入促進補

 助金などであります。

　２目雇用対策費１,７８５万８,４５９円は、地元雇用促進事業補助金及び人材確保対策

事業、緊急雇用対策事業などであります。地元雇用の促進事業につきましては、新規１０

名、継続１０名の計２０名となります。緊急雇用対策事業でございますが、町内の６社、

建設業２社、林業４社、実人数２８人、延べ時間数２,７８６時間の雇用です。不用額に

ついては、１２節委託料及び１８節負担金補助及び交付金で発生して、実績に伴うものと

 なっています。

　６款農林水産業費１項農業費１目農業委員会費１,５１２万５,９１６円は、農業委員の

 活動運営費、職員人件費等などであります。

 　２目農業総務費６,９２７万５,０６２円は、職員人件費であります。

　３目農業振興費１億４,３０６万４,７３４円は、農業関係制度資金、中山間地域等の直

接支払事業などのほかに、農業者緊急支援事業補助金、草地基盤整備強化対策事業、新規

就農対策としての営農実習奨励金ほかを実施しています。なお、現在２名の方が研修に励

んでおります。主な不用額については、１８節負担金補助及び交付金で農林推進協議会補

 助金分などであります。

　４目畜産業費１億７,１３４万２,８７５円は、畜産振興対策費で家畜防疫事業、優良家

畜導入支援事業、酪農ヘルパー事業、畜産バイオガスプラントの運営支援として、家畜ふ

ん尿共同処理施設運営支援、第三セクター貸付金などがあります。２０節の貸付金でござ

いますが、バイオガスプラントの運営会社である株式会社陸別町農業環境支援公社に経営

の安定を図るため、運転資金として１億円の貸付を令和６年４月に実施しております。貸

付期間７年、２年据え置きとなります。また、優良家畜導入支援事業では、４０頭で２,

 ０１５万円の貸付を実施しております。
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　資料ナンバー２３で、期末残高でございますが２５３頭分、１億１７３万１,０００円

 の残高がございます。

　５目農地費１億１,８５４万９,６２１円は、農業用施設維持管理のほか、決算書８３

ページ枠内に記載の事業が主な事業でございます。令和５年からの繰越明許事業として、

トマム地区及びトマム第２地区の道営事業があります。また、令和７年度への繰越明許分

 でトマム第２地区の道営事業分１,７４７万円があります。

　６目営農用水管理費７,８０６万１,８１９円は、上陸別地区、トラリ地区の営農用水の

管理、道営事業に伴う給水管切替工事ほか、道営事業の第２上陸別担い手畑地帯総合整備

事業として、令和５年度からの繰越明許及び令和７年度への繰越明許があります。１７節

備品購入費は水道メーター、消火器などであります。不用額ですが、１２節委託料で管路

 等の修繕業務であります。

　７目公共草地管理費３００万５,１５０円は、公共草地の管理費で本トマム畜産セン

 ターの給水施設管理、トラリ地区の給水施設管理の費用となります。

　８目農畜産物加工研修センター管理費２,３８３万５３７円は、加工センターの管理運

営と職員人件費で例年同様の費用のほかに、１４節工事請負費は事務室、実習室などのエ

アコン設置工事を実施しています。１７節の備品購入費１１万２,２００円は、害虫駆除

 用の捕虫機です。利用実績等は資料ナンバー２１となります。

　２項林業費１目林業振興費１億１,７５４万７,８８２円は、民有林の整備事業、森林環

境譲与税事業、小規模治山事業などで、民有林の造林促進事業でございますが、合計で

３,８１４万２,３６２円、森林環境譲与税事業は合計で４,３５３万８,５５４円となりま

す。これはそれぞれ８７ページの上段の説明欄に内訳を記載してございます。主な不用額

 ですが、１８節負担金補助及び交付金で民有林造林促進事業分であります。

　資料ナンバー３１に、豊かな森づくり推進事業とこの民有林造林促進事業、資料ナン

 バー３２に森林作業員就業条件整備事業がございますので、後ほど御覧ください。

　２目狩猟費１,１８３万６１１円は、有害鳥獣の駆除等に係る経費でございます。７節

報償費は駆除奨励金で、鹿の駆除頭数は１,３５６頭、これは前年より３９８頭の増で

す。奨励金額１,０５５万２,９５６円、こちらも前年より約５１３万７,０００円の増と

なっています。１８節負担金補助及び交付金は、駆除従事者の資格取得補助金で５名分で

 す。銃器が２名、わなが３名分になります。

　３目林道新設改良費３,１１７万６,９２５円は、林道の改良工事、維持管理に係る工事

等で、８９ページに記載しております主要事業が主な内容となります。１４節工事請負費

 は、経営林道ウエンベツ線改良工事、弥生勲祢別線側溝整備工事ほかがあります。

　資料ナンバー３０に建設工事の実績一覧を記載してございますので、後ほど御覧くださ

 い。

　７款商工費１項商工費１目商工総務費１,７９８万５,１５１円は、職員人件費でありま

 す。
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　２目商工振興費１億４,８５２万７,７５４円は、中小企業への融資関係、商工業への振

興補助などであります。プレミアム商品券は、換金の実績額で夏・冬２回合わせて４,７

９０万円となります。小規模企業等振興事業は３５件、内訳でございますが、機械装置等

購入２５件、店舗改修ほかが１０件。主な不用額は、１８節負担金補助及び交付金、商工

 会補助金、日産自動車購入費助成、小規模企業等振興事業などであります。

　３目観光費２,０７１万２,００９円は、イベント開催補助金、観光協会補助金等となり

 ます。１２節委託料でございますが、道の駅観光物産館の運営委託費であります。

　４目公園費１,００７万１,８８０円は、公園等の管理に係る経費で、１２節委託料は各

施設の草刈り業務のほかに、オフロードコース、イベントセンターなど施設の管理費用と

 なります。１４節工事請負費は、イベント広場の投光器のＬＥＤ改修工事であります。

 　５目消費者対策費１７万３,９４０円は、消費生活窓口の運営費であります。

　８款土木費１項土木管理費１目土木総務費５,５６６万３,１５４円は、職員人件費、樋

門・樋管管理費などです。２２節償還金利子及び割引料は、備荒資金組合からの車両譲渡

 代金となります。

　２項道路橋りょう費１目道路橋りょう総務費２,３２４万７,１２１円は、ダンプやグ

レーダーなどの管理、道路台帳の整備などで、不用額でございますが、１０節需用費、車

 両用消耗品、修繕料、燃料費、１１節役務費は自動車の引上げ手数料ほかであります。

　２目道路維持費１億２,９０６万２,７０１円は、町道の維持管理経費で、９５ページに

主要事業を記載しております。主な不用額でございますが、１２節委託料で除排雪業務分

 となります。

　３目橋りょう維持費９,１２７万７,１５０円は、橋梁の長寿命化工事、橋梁補修設計委

託などの費用です。主な事業は、９５ページの中段に記載のとおりとなっています。橋梁

寿命化事業として三楽橋、錦橋などの設計、また、１４節工事請負費で緑橋で補修工事と

 なっています。

　４目道路新設改良費８,５４２万３,２２５円は、町道の整備工事等でトマム川沿線ほか

 ３路線ございます。工事費の詳細は９５ページの説明欄に記載しております。

　５目街路灯費４６４万６,３６１円は、街路灯の維持管理、ＬＥＤ化工事が主な事業と

 なります。７基のＬＥＤ化工事を完了し、１６８基全てが交換済みとなります。

　３項河川費１目河川総務費８３８万９,９００円は、普通河川の管理、整備で、１４節

工事請負費分では無名川の河川改修工事を実施しています。主な不用額は、１２節委託料

 で河川維持管理分となります。

　４項住宅費１目住宅管理費２,４５２万２,３０２円は、町営住宅の維持管理設備改修と

なります。管理戸数２３７戸、年度末の空き家７１戸、このうち３７戸が政策的空き家と

 なります。

　２目住宅建設費７５万７,９２１円は、社会資本整備総合交付金事業として、営繕等に

 係る工事積算標準単価利用料ほかの事務費用となります。
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　５項１目下水道費９,６００万５,０００円は、公共下水道事業会計への繰出金でござい

 ます。

　９款１項１目消防費２億４,１４３万７,２２２円は、消防団員報酬や維持運営に係る諸

費用になります。１４節工事請負費は消防署車庫等のＬＥＤ改修工事、１７節備品購入費

は小型発電機、署内用のテーブルであります。１８節負担金補助及び交付金のうち、十勝

広域消防事務組合への負担金が２億２,３６２万９,０００円で、そのうち水槽車分が６,

 ９９５万２,０００円含まれております。

　２目災害対策費３,７４８万１,５２１円は、災害対策費用、防災行政無線管理、災害備

 蓄品管理であります。１４節工事請負費は、防災行政無線デジタル化工事分であります。

　１０款教育費１項教育総務費１目教育委員会費１５６万７,９６６円は、教育委員の報

 酬など例年同様の執行となります。

　２目事務局費８,５８８万６,８１０円は、職員人件費、教員住宅維持管理、奨学資金貸

付金などであります。奨学資金については、大学等に１４名、高校３名であります。年度

 末現在の貸付残高４,２６８万５,５００円。

　３目教育振興費１,２０６万３,１８７円は、小中一貫教育推進委員会交付金、教育振興

 賞、学習支援員、英語指導助手、教育支援センターに係る費用等であります。

　４目スクールバスの運行管理費４,５１３万６,７３７円は、スクールバスの運行管理経

費であり、スクールバスの利用状況１万３,４９８人で、前年度より１,４７１人の増で

 す。

 　５目教育研究所費３６万９,７４０円は、教育研究所の運営費であります。

　２項小学校費１目学校管理費２,１３６万７,９３９円は、小学校の維持管理や児童、教

職員の健康診断などの費用のほか、１４節工事請負費は、体育館ＬＥＤ照明化改修工事８

２２万８,０００円があります。こちらは国庫補助金の予算の関係により、繰越明許費と

 なります。１７節備品購入費は電光投影式視力検査機です。

　２目教育振興費１,１５７万３,１５３円は、児童の就学援助、指導用消耗品、電算機器

用消耗品、給食費の補助、修学旅行交付金などがあります。就学援助の準要保護は１２名

で、昨年度より２名の減です。特別支援教育は１名で、昨年度より４名の減です。１７節

 備品購入費は、教師用の校務端末更新が５台、あと教材備品などであります。

　３項中学校費１目学校管理費３,３６９万８,３５１円は、中学校の維持管理や生徒、教

員の健康診断などの執行のほか、体育館音響機器改修、防犯カメラ録画システム更新、１

４節工事請負費は体育館ＬＥＤ改修工事があります。 

　２目教育振興費１,１８１万７,２６６円は、生徒等の就学援助、教材用消耗品、電算機

器用消耗品、給食費補助、修学旅行交付金、制服購入費助成は５３名分で２２８万７,２

３０円です。就学援助の準要保護は９名、これは４名の増になっています。特別支援教育

は３名、こちらは２名の増です。１７節の備品購入費は、教師用校務端末５台、教材備品

 等であります。
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　４項社会教育費１目社会教育総務費１,３８５万５,３５３円は、社会教育関係事業や団

体活動補助、学童保育所の運営などです。事業ごとの参加状況などは１１１ページに記載

 しております。

　２目公民館費１,２２０万９,２１１円は、公民館の管理運営に係る費用となります。図

書室利用状況、利用者数１,８１９人、貸出数１,８１６冊と前年より１１９人、１８７冊

 のそれぞれ増となっています。１７節備品購入費は、図書等の購入分であります。

　３目文化財保護費１１８万５８８円は、史跡等の維持管理、関寛斎資料館の管理と例年

同様の執行であります。資料館の入館者は３９３人で、前年度より８０人増加していま

 す。

　５項保健体育費１目保健体育総務費２４６万５,４８４円は、社会体育関係事業や団体

 活動の補助などとなります。各事業への参加状況は、説明欄に記載のとおりとなります。

　２目体育施設費２,９９５万６,２８８円は、社会体育施設の運営及び維持管理に関する

例年同様の事業のほかに、１２節委託料では、水泳プール耐震診断等調査委託業務を実施

 しております。

　３目学校給食費６,１７０万７,８０８円は給食センターの管理運営費、職員人件費など

であり、４万５,０８４食製造で、昨年より１,８５８食減少しています。不用額は１０節

需用費で食材費、光熱水費、燃料費となります。なお、ふるさと分を含めた給食費単価は

 小学校３２９.６円、中学校３９２.６円となります。

　１１款災害復旧費１項農林水産業施設災害復旧費１目農業用施設災害復旧費、２目林業

用施設災害復旧費及び２項公共土木施設災害復旧費１目道路橋りょう災害復旧費、いずれ

も令和６年度は災害がございませんでしたので、それぞれ事務経費のみの執行となりま

 す。

 　１２款１項公債費１目元金５億３,２０２万３,２９８円。

　２目利子２,４３７万１,８１０円であり、この２目の利子については、一時借入金の利

 子２７万６,１６４円が含まれております。

 　１３款１項１目予備費７６万１,７１８円の執行です。

　歳出の合計につきましては、当初予算額５０億２,８９９万４,０００円、補正予算額３

億４,８０８万２,０００円、予算現計額５４億２,７３９万２,０００円、支出済額５２億

４６５万２,２２５円、繰越明許費が５,４３２万７,０００円、不用額１億６,８４１万

 ２,７７５円。

 　続きまして、１２１ページ、実質収支に関する調書になります。

　歳入総額５３億７,３３８万９,０００円、歳出総額５２億４６５万２,０００円、歳入

歳出差引額１億６,８７３万７,０００円、繰越明許費繰越額３８５万８,０００円、実質

収支額１億６,４８７万９,０００円で、実質収支額の２分の１以上となります９,０００

万円を財政調整基金に積み立てるので７,４８７万９,０００円が翌年度への繰越金となり

 ます。



― 21 ―

 　続きまして、１２２ページ、財産に関する調書であります。

 　１番の公有財産、(１)土地及び建物。

　アの総括で、行政財産と普通財産に区分されております。一番下段の土地の合計欄を御

 覧ください。

　年度中増減４１８.３２平米の増加で、合計額が３,３３３万９,９２７.７９平米となり

ます。同じく建物を御覧ください。こちら右側の欄の延べ面積の欄を御覧ください。決算

年度中の増減でございますが、合計ではありませんが、同一の建物を行政財産から普通財

 産に変更しておりますので、数字が現れております。

 　１２３ページから１２４ページが区分別の財産内訳となります。

 　１２５ページでございますが、（２）山林でございます。

　年度中の増減はありません。立木の推定蓄積量、年度中は１万４,６８４立方メートル

 の増で、年度末合計は５８万９,５３０立方メートルとなります。

 　(３)有価証券及び(４)無体財産権は変更ございません。

　１２６ページ、（５）出資による権利は、北海道市町村備荒資金組合の出資配分金によ

 る増、足寄町森林組合の配当分が増となります。

　このほか物品につきましては１２７ページから１２８ページ、備品については１２９

ページから１３０ページ、債権及び基金については１３１ページ、行政財産、普通財産の

 増減説明書が１３２ページとなりますので、後ほど御覧いただきたいと思います。

　続きまして、議案第５６号陸別町国民健康保険事業勘定特別会計、歳入歳出決算につい

 て説明いたします。

　なお、この議案第５６号と次の議案第５７号、国保会計と診療所会計につきましては、

 ８月２６日に国保運営協議会へ諮問しまして、問題なしとの答申を受けております。

 　それでは、議案第５６号の説明に移ります。

 　説明資料により説明を行いますので、まず１６３ページを御覧ください。

 　第１表、国民健康保険事業状況最近年度比較表でございます。

　年間平均世帯数３３１世帯、３世帯の減で、年間平均被保険者数５０１人、これも２１

 人の減です。

　第２表、歳入歳出決算の総括は御覧のとおりでございますが、歳入歳出差引残額１２６

 万７,８９２円は、令和７年度への繰越金となります。

　第３表と第４表については、科目ごとの前年度との比較表となりますので、後ほど御覧

 ください。

　１６６ページ、第５表、左側が現年課税分、右側が滞納繰越分で、現年分収入済額４,

７９７万３,９８３円、収入未済額は３件、３人で２３万９,９１７円、収納率は９９.５

％であります。滞納繰越分は収入済額３２万５,３５４円で、不納欠損額１件、１５万２,

１００円、収入未済額は５人で８件、６１万９,７２４円、収納率は２９.７％となりま

 す。



― 22 ―

　第６表については、記載のとおりでございますので、後ほど御覧いただきたいと思いま

 す。

 　それでは、事項別明細書に移りたいと思います。１４５ページを御覧ください。

 　歳入。

　１款１項１目国民健康保険税１節現年課税分の収入済額は４,７９７万３,９８３円、収

入未済額は３件、２３万９,９１７円であります。２節滞納繰越分、収入済額は３２万５,

３５４円、不納欠損額１件、１５万２,１００円、収入未済額は８件５人、６１万９,７２

 ４円。

 　２款国庫支出金１項国庫補助金１目１節災害臨時特例補助金は、科目存置。

 　２項１目出産育児一時金臨時補助金は該当なし。

　３款道支出金１項道負担金１目保険給付費等負担金１節普通交付分が１億８,０８６万

５,１７０円で、こちらは歳出の２款の保険給付費に相当する額となっております。差額

は翌年度精算となります。２節特別交付金６,２３９万６,０００円については、保険者努

 力支援分、特別調整交付金分、特定健診分などが含まれております。

 　４款財産収入１項財産運用収入１目利子及び配当金は、基金利息３０６円となります。

　５款繰入金１項他会計繰入金１目一般会計繰入金１節保険基盤安定繰入金１,５５６万

７,０００円。これは保険料軽減分と保険者支援分があり、一般会計に国・道より４分の

３が歳入として入ります。２節未就学児均等割保険料繰入金９万９,０００円。３節事務

費繰入金３４７万８,０００円。４節財政安定化支援事業繰入金は、普通交付税の算入額

で３２６万３,０００円となります。５節その他一般会計繰入金７２万３,０００円、こち

 らは１８歳以下の均等割の減免分であります。

　２項基金繰入金１目１節国民健康保険基金繰入金は６００万円、これは全体の財政調整

 をするものであります。令和６年度末基金の現在高２,５４４万４,３０６円となります。

 　６款１項１目繰越金は、前年度繰越金で９６万６,８６４円。

 　７款諸収入１項延滞金加算金及び過料１目延滞金、こちら３件分で６万２,６００円。

 　２項１目雑入２万円は、特定健診の個人負担金でございます。

　２目第３者納付金、診療報酬の返還金５７万７,０２２円、こちらは一人で３件分でご

 ざいます。

　歳入の合計については、当初予算額３億３,２７３万６,０００円、補正予算額１,１８

１万１,０００円、予算現計額３億４,４５４万７,０００円、調定額３億２,３３２万９,

０４０円、収入済額３億２,２３１万７,２９９円、不納欠損額１５万２,１００円、収入

 未済額８５万９,６４１円。

　以上で歳入を終わりまして、歳出の説明をしたいと思います。１５１ページを御覧くだ

 さい。

 　歳出。

　１款総務費１項総務管理費１目一般管理費３６５万４,５７８円は、国保会計の事務経
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 費や国保連合会の負担金などであります。

 　２目連合会負担金４３万２,１３２円は、連合会負担金です。

　２項徴税費１目賦課徴収費１５万８,８７１円は、納税徴収事務及び十勝市町村税滞納

 整理機構への負担金などとなります。なお、令和６年度は依頼案件はございません。

 　３項１目運営協議会費７万２,２００円は、国保運営協議会委員報酬等です。

 　２款保険給付費であります。各項目ごとに前年度との比較をしたいと思います。

　１項療養諸費１目療養給付費１億５,６７３万１２７円、前年度より４９万８,６７８円

 の減です。

 　２目療養費１２８万９,５２３円、７７万６,３５４円の増です。

 　３目審査支払手数料５１万３,９７５円は、６万７,６４４円の増です。

 　２項１目高額療養費２,２４２万２,９２６円は、１９５万７,５８４円の増です。

 　２目高額介護合算療養費は執行ありません。

 　３項出産育児諸費１目出産育児一時金、こちらも執行ありません。

 　４項葬祭諸費１目葬祭費、４件、１２万円。

 　３款国民健康保険事業費納付金１項１目医療給付費分が５,８８８万８,０００円。

 　２項１目後期高齢者支援金等分が１,９６１万９,０００円。

 　３項１目介護納付金分８３９万５,０００円。

　４款１項１目共同事業拠出金は執行なし。 

 　５款１項１目財政安定化基金拠出金は執行ございません。

　６款保健事業費１項１目特定健康診査等事業費２９２万５,４６６円は、例年同様の執

 行でございますが１９４名の受診となります。

　２項１目保健事業費５９０万５,００９円は、健康増進事業、健康指導事業、ヘルス

アップ事業となります。１２節委託料は、インフルエンザ予防接種８３人、高齢者肺炎球

菌予防接種５名、４０歳未満の特定健診１０名分となります。１３節使用料及び賃借料

 は、保健指導用の医療機器等のレンタルであります。

　７款諸支出金１項償還金及び還付加算金１目償還金８万６,６００円、これは４件分で

 す。

　２項繰出金１目直営診療施設勘定繰出金３,９８３万６,０００円は、特別調整交付金の

 へき地直営診療施設運営分となります。

 　８款１項１目予備費については、執行ございません。

　歳出の合計につきましては、当初予算額３億３,２７３万６,０００円、補正額１,１８

１万１,０００円、予算現計額が３億４,４５４万７,０００円、支出済額３億２,１０４万

 ９,４０７円、不用額が２,３４９万７,５９３円であります。

　なお、資料ナンバー３３の１及び３３の２に、こちらの集計表をつけてございますの

 で、後ほど御覧いただきたいと思います。

 　１６１ページ、実質収支に関する調書となります。
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　歳入総額３億２,２３１万７,０００円、歳出総額３億２,１０４万９,０００円、差引額

１２６万８,０００円。実質収支額は同額の１２６万８,０００円となり、翌年度繰越金と

 なります。

　以上で、議案第５６号の説明を終わりまして、次に、議案第５７号の説明に移りたいと

 思います。

　議案第５７号令和６年度陸別町国民健康保険直営診療施設勘定特別会計歳入歳出決算で

 ございます。資料から説明しますので、１８６ページを御覧ください。

　第１表、予算額４億８５２万５,０００円、歳入決算額４億３１７万６,７６４円、歳出

決算額３億７,９５０万４,５７２円、差引残額２,３６７万２,１９２円、こちらは翌年度

 繰越しとなります。

　１８７ページ、第２表及び１８８ページの第３表は、科目ごとの前年度との比較表でご

 ざいます。

　続きまして１８９ページ、第４表、診療収入状況でございます。左側が入院、右側が外

 来分でございます。

　入院分、収入済額５１万４,３５７円、前年度より５９万２,２５８円減となります。外

 来分、収入済額５,８７９万２,２６４円、前年度より１５６万４,３０８円の減です。

 　１９０ページ、第５表、経費別支出内訳調であります。

 　１番、総務費３億３,７７５万７,５９７円、６,０３１万２,６２８円の増です。

 　２番、医業費３,７５９万６,０７１円、こちらも７５１万４０３円の増です。

 　３番、公債費４１５万９０４円で、こちらも１０９万７４７円の増です。

　１９１ページ、第６表、年間の入院患者数２１人、こちら２１人の減です。外来１万

 １,７８４人、こちらは１３１人の増です。

　１９２ページは、職員数、患者１人当たりの診療収入ほかとなっておりますので、後ほ

 ど御覧いただきたいと思います。

 　次に、事項別明細書により説明を行いますので、１７０ページを御覧ください。

　１款診療収入の収入済額７,９８０万４,３２８円で、入院収入、外来収入の各項目につ

いては、先ほど１８９ページの説明資料第４表の記載で説明しましたので、省略いたしま

 す。なお、未収分はありません。

　１７２ページ、３項その他診療収入１目諸検査等収入２,０４９万７,７０７円は、健

 診、血液検査、予防接種等となります。前年度より５５２万５,４８１円の減です。

　２款使用料及び手数料１項手数料１目文書料６８万８,３０４円は、診断書、介護意見

 書などとなります。

　３款道支出金１項道補助金１目総務費補助金６２８万４００円は、へき地診療所施設整

 備事業分が６２４万２,０００円、食材費等の高騰対策分が３万８,４００円となります。

　４款財産収入１項財産運用収入１目財産貸付収入４７万２,８００円は、職員住宅３戸

 分の貸付収入であります。
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　５款繰入金１項他会計繰入金１目一般会計繰入金１億８,０６９万円であります。内訳

でございますが、財政対策分１億６,５８１万円、起債償還４１３万９,０００円、施設等

 整備分１万３,０００円、医療機器整備分１,０７２万８,０００円であります。

　２目国保事業勘定特別会計繰入金３,９８３万６,０００円は、へき地診療所運営分が

 ３,７８６万円、臨時医師に係る費用分１９７万６,０００円、以上であります。

 　６款１項１目繰越金は、前年度繰越金で２,２５４万９,３０９円。

　７款諸収入１項１目雑入１節私用電話料１万３,３９０円。２節雑入３９４万２,２３３

 円は、嘱託医の報酬３６０万円、患者外給食２２万５,０００円、その他となります。

　８款１項町債１目医業債１節診療施設整備債６,８９０万円は、施設改修事業分でござ

 いまして、スプリンクラーの設置工事をやったものであります。

　歳入の合計につきましては、当初予算額４億３２５万５,０００円、補正予算額５２７

万円、予算現計額４億８５２万５,０００円、調定額４億３１７万６,７６４円、収入済額

 同額、収入未済額なし。

 　以上で、歳入を終わりたいと思います。

 ○議長（久保広幸君）　暫時休憩します。

 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　休憩　午前１１時４７分

 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　再開　午後　１時００分

 ○議長（久保広幸君）　休憩前に引き続き、会議を開きます。

 　今村副町長。

 ○副町長（今村保広君）　それでは、１７８ページを御覧いただきたいと思います。

 　歳出から入ります。

　１款総務費１項施設管理費１目一般管理費３億３,７１４万１,４２０円は、管理運営

費、事務費、職員人件費、臨時看護師の雇用経費などのほかに、１４節工事請負費でスプ

リンクラー設置工事分がございます。１７節備品購入費６万６,３３０円は事務用備品と

なります。主な不用額でございますが、１節報酬、３節職員手当等、４節共済費、１１節

 役務費、ここまでは臨時看護師、応援看護師等に係る費用が不用額となっております。

　１８０ページ、２項１目研究研修費６１万６,１７７円で、学会、研修会等の参加旅

 費、参考図書、研修会参加費などであります。

　続きまして、２款１項医業費１目医療用機械器具費１,７０１万５,０８６円。１７節備

品購入費は１,６９８万７００円で、エックス線画像管理システム１,２４８万５,０００

 円、多項目自動血球分析装置１９５万８,０００円などがあります。

　２目医療用消耗機材費７０５万１,２５４円は、主な不用額は１２節委託料で在宅酸素

 管理委託分などがあります。

　３目医薬品費９２０万９８３円、不用額は１０節需用費で医薬品、予防接種のワクチン

 などが不用額となります。

 　４目検査費２４４万９,８４５円は、検査費委託費の分となります。
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 　５目寝具費４５万３,２１１円。こちら寝具の借上料となります。

　２項１目給食費１４２万５,６９２円、食材費等で検食、患者外給食合わせて１,８７８

 食、１食単価５３５円であります。１７節備品購入費は炊飯器ほかとなります。

　３款１項公債費１目元金は４０６万４,４４４円、２目利子は８万６,４６０円で、起債

 償還に係るものとなります。

 　４款１項１目予備費の充当はございません。

　歳出の合計につきましては、当初予算額４億３２５万５,０００円、補正予算額５２７

万円、予算現計額４億８５２万５,０００円で、支出済額３億７,９５０万４,５７２円、

不用額２,９０２万４２８円で、資料ナンバー３４の１と３４の２に診療所運営状況をつ

 けておりますので、後ほど御覧ください。

 　続きまして１８４ページ、実質収支に関する調書でございます。

　歳入総額４億３１７万７,０００円、歳出総額３億７,９５０万５,０００円、差引額と

 実質収支額は同額で、２,３６７万２,０００円で翌年度繰越しとなります。

　以上で、議案第５７号の説明を終わりまして、続きまして、議案第５８号の説明に移り

 ます。

　議案第５８号は、令和６年度陸別町介護保険事業勘定特別会計歳入歳出決算でありま

 す。

 　２２２ページ、説明資料となります

　第１表、予算額３億４,６５９万６,０００円で、歳入決算額３億４,７９１万５,１２６

円、歳出決算額２億９,２６６万１,６５９円、差引残額５,５２５万３,４６７円は、翌年

 度繰越となります。

 　第２表及び第３表は、科目ごとの年度比較表でございます。

 　第４表、介護保険料収納状況で、左側が現年度、右側が滞納繰越分となります。

　現年度賦課分は、収入済額５,３６８万８,６０８円、収入未済額は還付分がございます

ので、マイナス３,３８３円となっておりますが、収納率は１００％ということになりま

す。滞納繰越分は、収入済額９万８,８５０円、不納欠損額３件３名、１５万２,１９０

 円、収入未済額２件２名、１５万４８０円。

 　以上で、資料説明を終わり、続いて１９８ページ、歳入に移りたいと思います。

　１款１項介護保険料１目第１号被保険者保険料１節現年度分の収入済額は５,３６８万

８,６０８円、収入未済額はなし、還付分がありますのでマイナス３,３８３円。２節滞納

繰越分の収入済額は９万８,８５０円、不納欠損額３件３名、１５万２,１９０円、収入未

済額２件２名、１５万４８０円。令和７年３月３１日現在の被保険者数７５６人となりま

 す。前年より２９人の減です。

　２款国庫支出金１項国庫負担金１目介護給付費負担金５,９０９万３８２円は、歳出の

 介護給付費に係る施設分１５％、その他分２０％分であります。

　２項国庫補助金１目１節調整交付金２,４１２万２,０００円は、歳出の介護給付費の
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 ８.２７％です。

　２目地域支援事業交付金５４６万６,８４０円は、総合事業分が２０％、総合事業の調

 整交付金が５％、それ以外の事業が３８.５％となります。

　３目保険者機能強化推進交付金２５万８,０００円は、いきがい活動支援事業への取組

 補助金です。

　４目保険者努力支援交付金１５万５,０００円は、介護予防生活支援サービス事業に対

 する補助金です。

 　５目事業費補助金６万円。こちらシステム改修費分となります。

　３款道支出金１項道負担金１目介護給付費負担金１節現年度分４,６０７万７,０４１円

 は、こちら介護給付費に係る施設分１７.５％、その他分１２.５％。

　２項道補助金１目地域支援事業交付金１節現年度分２５８万７,３１９円は、総合事業

 分１２.５％、それ以外の事業が１９.２５％。

　４款１項支払基金交付金１目介護給付費交付金１節現年度分７,４４８万円、こちら介

 護給付費の２７％となります。

　２目地域支援事業支援交付金１節現年度分２０３万７,０００円は、介護予防事業分と

 なります。

 　５款財産収入１項財産運用収入１目利子及び配当金は、基金利子３２４円。

　６款繰入金１項他会計繰入金１目一般会計繰入金４,７７６万５,０００円で、こちら前

年度より５９４万３,８６０円減となります。内訳でございますが、１節介護給付費繰入

金３,７１６万４,０００円、保険給付費の１２.５％。２節事務費繰入金は４３０万４,０

００円。３節地域支援事業繰入金２５０万２,０００円。総合事業分１２.５％、それ以外

の分が１９.２５％。４節低所得者保険料軽減繰入金は３７９万５,０００円で、保険給付

 費の低所得者保険料軽減相当分となります。

 　２項基金繰入金１目介護給付費準備基金繰入金２６３万９,０００円。

 　７款１項１目繰越金は、前年度繰越金で２,９１５万８,４１６円であります。

　８款諸収入１項延滞金及び過料１目第１号被保険者延滞金及び２目第１号被保険者過料

 については、科目存置でございます。

　２項雑入１目滞納処分費、２目第三者納付金、３目返納金は、こちらも科目存置であり

 ます。

　４目雑入２３万１,３４６円は、介護扶助審査判定業務費で１８万５,４８０円、総合事

 業利用者負担金４万５,８６６円となります。

　歳入の合計につきましては、当初予算額３億１,７７２万７,０００円、補正額２,８８

６万９,０００円、予算現計額３億４,６５９万６,０００円、調定額３億４,８２１万４,

４１３円、収入済額３億４,７９１万５,１２６円、不納欠損額１５万２,１９０円、収入

 未済額１４万７,０９７円。

 　続いて、歳出に移りますので、２０６ページをお開きください。
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　１款総務費１項総務管理費１目一般管理費２２万３,９９０円は、例年同様の経費でご

ざいまして、１８節負担金補助及び交付金１２万１,０００円、こちらシステム改修分と

 なります。

　２項１目賦課徴収費２８万１,８６６円は、賦課事務用印刷費ほか、例年同様の執行と

 なります。

　３項１目介護認定審査会費２１６万６,６０４円、こちら１１節役務費は主治医の意見

書、１８節負担金補助及び交付金１５７万９,５００円は、合同認定調査会の運営費であ

 ります。

　２目認定調査費１２節委託料５７万６,４００円は、認定調査委託料で１３１人分で

 す。

　２款保険給付費１項介護サービス等諸費１目居宅介護サービス給付費１億１,１４１万

２,９３１円、延べ利用者１,３０６人となります。こちら前年度より１８０人の減となっ

 ております。

　２目居宅介護サービス計画給付費６６５万４,６１０円、延べ利用者が４７３人、８１

 人の減です。

　３目施設介護サービス給付費１億１５６万４,０８２円、延べ利用者３７３人、４８人

 の減となります。この目では不用額が発生しております。

 　４目居宅介護福祉用具購入費１１万５,０６０円、利用件数４件。

 　５目居宅介護住宅改修費１８万円、利用件数は１件。

　２項介護予防サービス等諸費１目介護予防サービス給付費２８６万７,７２３円、こち

 ら延べ利用者２３３人、２３人の増となります。

　２目介護予防サービス計画給付費８７万１,６００円は、延べ利用者１９７人、１９人

 の減です。

 　３目介護予防福祉用具購入費１９万６,５８７円は、延べ利用者６件。

 　４目介護予防住宅改修費３８万３,５９９円は３件の前年利用なしです。

　３項その他諸費１目審査支払手数料１４万８,４４４円は前年度より２万３,３０５円の

 減となっております。

　４項高額介護サービス等費１目高額介護サービス費４７９万６,２１１円は、延べ利用

 者４１７人、こちら６２人の減となります。

 　２目高額介護予防サービス費、科目存置。

　５項高額医療合算介護サービス等費１目高額医療合算介護サービス費２１９万９７円

 で、利用者は４４人となります。

 　２目高額医療合算介護予防サービス費は、科目存置。

　６項特定入所者介護サービス等費１目特定入所者介護サービス費１,４８０万６９５円

 は、延べ利用者３７３人です。

　２目特例特定入所者介護サービス費、３目特定入所者介護予防サービス費、４目特例特
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 定入所者介護予防サービス費は、科目存置であります。

　３款地域支援事業費１項１目介護予防・生活支援サービス事業費は、１２節委託料４５

万８,６６０円は、訪問型サービスへの委託料で、述べ利用者１７７人、８人の増です。

１８節負担金補助及び交付金は４６７万４,０５５円で、第１号事業給付費の国保連への

 負担金です。

　２目介護予防ケアマネジメント事業費のうち、１２節委託料１４万３,８７４円でござ

いますが、総合事業の介護予防ケアマネジメント事業分となります。１８節負担金補助及

 び交付金２万５,１００円は国保連の負担金であります。

　２項１目一般介護予防事業費８９万５,６１０円は、ふまねっと運動、こちら延べ５４

４人参加となります。リハビリテーション活動支援などが主な内容となります。１０節需

用費、啓発用リーフレット、介護予防用消耗品などで、１２節委託料は理学療法士派遣、

 ふまねっと事業委託などになります。

　３項包括的支援事業・任意事業費１目包括的・継続的ケアマネジメント支援事業費１２

節委託料２１万３,９２８円は、介護予防計画策定委託で町の居宅介護支援事業所３２

 件、町外の居宅介護支援事業所１２件の計４４件分となります。

　２目任意事業費１１９万７,０２０円は、１２節委託料はケアプランの点検業務となり

 ます。

 　３目認知症総合支援事業費８節旅費ほかで７万８,６５７円となります。

　４目生活支援体制整備事業費は、１２節委託料６５８万６,５４０円は、生活支援コー

 ディネーター事業で社協に委託しております。

　５目在宅医療・介護連携事業費７節報償費７万２,３８０円は、研修会の講師謝礼など

 となります。

 　４項その他諸費１目審査支払手数料１万１,２１０円です。

　４款１項基金積立金１目介護給付費準備基金積立金２４節積立金２６３万１,３６７円

 で、事業精算後の残額を積み立てします。

　５款諸支出金１項償還金及び還付加算金１目第１号被保険者保険料還付金２２節補償補

 塡及び償還金１０万７,１６０円は、過年度還付で１６件分あります。

　２目介護給付費負担金等返還金２２節補償補塡及び償還金２,６０５万４２５円で、令

 和５年度の精算に伴う返還でございます。

 　６款１項１目予備費の支出は１件、１１万４,０００円です。

　歳出の合計でありますが、当初予算額３億１,７７２万７,０００円、補正額２,８８６

万９,０００円、予算現計額３億４,６５９万６,０００円、支出済額２億９,２６６万１,

 ６５９円、不用額５,３９３万４,３４１円となります。

　資料ナンバー３５の１と３５の２に、介護保険会計の実施状況がございますので、後ほ

 ど御覧いただきたいと思います。

 　続きまして、決算書２２０ページ、実質収支に関する調書。
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　歳入総額３億４,７９１万５,０００円、歳出総額２億９,２６６万２,０００円、差引額

 は実質収支額と同額の５,５２５万３,０００円となり、翌年度への繰越金となります。

 　以上で、議案第５８号の説明を終わり、次に、議案第５９号の説明に移ります。

　議案第５９号令和６年度陸別町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算についてでありま

 す。

 　資料より行いますので、２３７ページを御覧ください。

　第１表、予算額５,５４９万７,０００円、歳入決算額５,４４２万４,９５７円、歳出決

算額５,４１０万５,０５７円、差引額３１万９,９００円。これは翌年度への繰越しとな

 ります。

　第２表は、左側が現年度分、右側が滞納繰越分で、現年度分調定額３,２１５万７,００

０円、収入済額３,１９８万１,８７６円、収入未済額が３件分で１７万５,１２４円で

す。滞納繰越分は、調定額５８万１,２５６円、収入済額はございません。収入未済額４

 件分３７万３,６００円。不納欠損額２件分２０万７,６５６円。

　第３表及び第４表は、前年度の比較表でございます。後ほど御覧いただきたいと思いま

 す。

 　事項別明細書に移ります。２２７ページをお開きください。

 　歳入。

　１款１項後期高齢者医療保険料１目特別徴収保険料１節現年度分、調定額１,９６６万

１００円、収入済額１,９６８万９,９００円。こちらも過誤納分としてマイナス２万９,

８００円ということでございますが、過誤発生後出納閉鎖後に還付するということになり

ますので、これは事務処理の関係でございまして、したがいましてマイナスがここで現れ

 ております。

　２目普通徴収保険料１節現年度分、収入済額１,２２９万１,９７６円、収入未済額３件

分、２０万４,９２４円。２節滞納繰越分、収入済額ございません。収入未済額４件分、

 ３７万３,６００円、不納欠損額２件、２０万７,６５６円となります。

 　２款広域連合支出金１項１目１節広域連合交付金５４万円であります。

　３款繰入金１項他会計繰入金１目１節事務費繰入金３９７万７,９６１円。内訳でござ

いますが、広域連合への事務費２２６万１,０００円、町単独分の事務費の繰入金が１７

 １万６,９６１円です。

　２目１節保険基盤安定繰入金１,２７５万４,４６９円、こちらこの金額の４分の３が一

 般会計の歳入に入ります。

 　４款１項１目繰越金１節前年度繰越金３８万８,９４１円。

 　５款諸収入１項延滞金及び過料１目１節延滞金は、科目存置。

　２項償還金及び還付加算金１目保険料還付金、２目還付加算金は、ともにございませ

 ん。

　３項１目１節雑入４７８万１,７１０円は、広域連合からの歳入でございます。保険介
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護一体的推進事業相当分として４０３万８,７６０円、その他健康診査分で７２万４,９５

 ０円となります。

　歳入の合計につきましては、当初予算額５,５２４万６,０００円、補正予算額２５万

１,０００円、予算現計額５,５４９万７,０００円、調定額５,５１８万１,３３７円、収

入済額５,４４２万４,９５７円、不納欠損額２０万７,６５６円、収入未済額５４万８,７

 ２４円であります。

 　以上で歳入を終わりまして、歳出に移ります。

 　２３１ページを御覧ください。

 　歳出。

　１款総務費１項総務管理費１目一般管理費６７９万８,８２５円は、一般事務費のほ

 か、１２節委託料は保険介護一体的実施事業の委託、健康診査などとなります。

　２款１項１目後期高齢者医療広域連合納付金４,７２６万８,９３２円、広域連合の納付

 金で前年より１６６万８,９５４円高くなっています。

　３款諸支出金１項償還金及び還付加算金１目保険料還付金２２節償還金利子及び割引料

 ３万６,２００円。こちら保険料の歳出還付金で２件分となります。

 　２目還付加算金は、１件分１,１００円となります。

 　４款１項１目予備費については支出がございません。

　歳出の合計、当初予算額５,５２４万６,０００円、補正額２５万１,０００円、予算現

計額５,５４９万７,０００円、支出済額５,４１０万５,０５７円、不用額１３９万１,９

 ４３円であります。

　説明資料のナンバー３６に、後期高齢者医療特別会計フロー図をつけてありますので、

 後ほど御覧ください。

 　２３５ページ、実質収支に関する調書。

　歳入総額５,４４２万５,０００円、歳出総額５,４１０万５,０００円、差引額と実質収

 支額は同額の３２万円で、翌年度への繰越しとなります。

 　以上で、議案第５９号の説明を終わります。

　続きまして、別冊の議案第６０号の令和６年度陸別町簡易水道事業会計歳入歳出決算を

 御覧ください。

 　それでは、説明いたします。

　本会計につきましては、公営企業法適用に伴い、地方公営企業法に基づく決算書類と決

算附属書類による構成となっております。消費税につきましては、決算報告書については

 税込み方式により、その他の財務諸表などは税抜き方式により作成しております。

 　それでは、決算書１ページを御覧ください。

 　令和６年度陸別町簡易水道事業会計決算報告書。

 　（１）収益的収入及び支出。

 　収入の欄でございます。
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 　第１款簡易水道事業収益の決算額は、１億６,３８８万７,６４２円。

　第１項営業収益は５,１６９万３,９８５円。 

　第２項営業外収益は１億１,１８４万６,６１７円。 

　第３項特別利益は３４万７,０４０円です。 

 　次、支出の欄に移りたいと思います。

 　第１款簡易水道事業費用の決算額１億４,５２６万５,５４１円。

　第１項営業費用は１億３,８６６万１,３２７円。 

　第２項営業外費用５２２万７,８５６円。 

　第３項特別損失１３７万６,３５８円。 

　第４項の予備費の支出はございません。 

 　次、３ページを御覧いただきたいと思います。

 　（２）資本的収入及び支出。

 　収入の欄でございます。

 　第１款資本的収入の決算額は１億１,６０８万５,６３４円。

　第１項企業債は２,０００万円。 

　第２項他会計補助金は５,７４３万３,０００円。 

　第３項国庫補助金は６０５万２,２００円。 

　第４項その他の資本的収入３,２６０万４３４円。 

 　支出の欄でございますが、第１款資本的支出の決算額は１億５,１１３万７,２７８円。

　第１項建設改良費は５,２６７万９,０００円。 

　第２項企業債元金償還金は８,３１５万２,７６８円。 

　第３項固定資産購入費は１,５３０万５,５１０円です。 

　第４項の予備費の支出はございません。 

 　続きまして、（３）特例的収入及び支出。

 　こちら特別会計から企業会計の移行年度のみ発生するものでございます。

 　収入。

 　特例的収入３５２万２,４４８円。

 　支出。

 　特例的支出１６７万４,２１４円。

 　続きまして、５ページ、令和６年度陸別町簡易水道事業会計損益計算書になります。

 　１番、営業収益。

　給水収益、その他の営業収益で合計額４,７００万１,２７８円。営業費用は、こちら原

水及び浄水費、こちらが浄水場等の維持費でございます。排水及び給水費、こちら排水施

設や給水施設の維持費でございます。総係費、こちらは職員人件費などでございます。減

価償却費、資産減耗費、合わせまして１億３,４３１万８,６０５円、差引きの営業利益は

 マイナス８,７３１万７,３２７円の営業損失となります。
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　営業外収益は、一般会計からの繰入れ、長期前受金、雑収益、こちらの雑収益は他会計

の事務負担金や移設の補償費などとなります。合計で１億１,５７９万３,４５９円。営業

外費用でございますが、支払い利息や借り払いした消費税の精算分などで１,０９０万９,

 ４９９円となります。

　以上を全部加算・減算しまして、経常利益１,７５６万６,６３３円となります。特別利

益３１万５,４９２円、特別損失１３７万６,３５８円、以上も経常利益に加算・減算しま

して、当年度純利益１,６５０万５,７６７円となり、当年度未処分利益剰余金も同額とな

 ります。

　６ページから７ページでございますが、剰余金の処分計算書等でございますが、この未

処分利益剰余金１,６５０万５,７６７円を条例に従い、全額減債基金積立とするものであ

 ります。

　８ページは貸借対照表となり、９ページからは事業会計報告書となります。その中で、

 主なものを説明いたします。

　１０ページを御覧いただきたいと思います。下段の２、工事でございますが、建設工事

の概況（１）です。市街地区配水管新設工事、こちら新町２区で延長５０メートルとなり

 ます。トマム地区配水管新設工事、こちら弥生地区で延長２４０メートルとなります。

 　（２）改良工事の概況。

　トマム地区でトマム第２号幹線の配水管支障移転工事。トマム第２地区の道営農業農村

整備事業に伴うもの。トマム地区水道管支障移転実施設計委託、こちらトマム第２地区の

 道営農業農村整備事業に伴うものでございます。

　１３ページ、令和６年度陸別町簡易水道事業会計キャッシュ・フロー計算書でございま

す。業務活動によるキャッシュ・フロー、こちら事業の運営に係る現金収支を表しており

 まして３,４７３万７,２６８円資金が増加しております。

　続いて、投資活動によるキャッシュ・フロー、こちら建設事業などに係る現金の収支

で、資本的支出のうち企業債以外の項目に関する現金の収支を表しており３,０２１万７,

 ４５８円の資金が増加しております。

　続いて、財務活動によるキャッシュ・フローでは、企業債の借り入れと償還に係る現金

の収支でして、マイナス５,９９５万２,７６８円、この金額が減少し、合計では今の三つ

を合わせまして５００万１,９５８円の資金が増加し、期末残高は２,０１１万２,８９３

 円となります。

　収益費用と資本的収入支出の明細書は１４ページから１７ページ、有形固定資産の明細

書が１８ページから１９ページ、企業債の明細書は２０ページから２１ページ、その他の

 参考資料が２２ページとなりますので、後ほど御覧いただきたいと思います。

 　以上で、議案第６０号の説明を終わりたいと思います。

 ○議長（久保広幸君）　暫時休憩します。

 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　休憩　午後　１時３４分



― 34 ―

 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　再開　午後　１時３５分

 ○議長（久保広幸君）　休憩前に引き続き、会議を開きます。

 　今村副町長。

○副町長（今村保広君）　ちょっと説明、今の簡易水道事業会計で１点誤りがございまし

 たので、訂正させていただきます。

　決算書１ページでございます。その中で、収益的収入及び支出の欄で、支出の部で第３

項特別損失が１３７万６,３５８円で、その後の第４項でございますが、支出で私が最初

のほうで予備費の支出はありませんということでございましたが、８,６１４円の予備費

 の支出がございます。申し訳ありませんでした、訂正させていただきます。

 　それでは、続いて議案第６１号、こちらも別冊を見ていただきたいと思います。

　議案第６１号令和６年度陸別町公共下水道事業会計歳入歳出決算を御覧いただきたいと

 思います。

　本会計につきましても、先ほどの簡易水道事業会計と同じように、公営企業法に基づく

決算書類と決算付属書類による構成となっており、消費税につきましても、決算報告書は

 税込み方式、その他の財務書表は税抜き方式により作成してございます。

 　それでは、１ページを御覧ください。

 　令和６年度陸別町公共下水道事業会計決算報告書。

 　（１）収益的収入及び支出。

 　収入の欄であります。

 　第１款下水道事業収益の決算額は１億３,９０７万６,８２９円。

　第１項営業収益は２,４０３万９,６７２円。 

　第２項営業外収益は１億１,５０３万７,１５７円。 

　第３項特別利益はありません。 

 　支出の部。

 　第１款下水道事業費用の決算額は１億３,４６３万５,４６７円。

　第１項営業費用は１億２,９６２万５,７７２円。 

　第２項営業外費用は４３０万４,２３６円。 

　第３項特別損失は７０万５,４５９円。 

　第４項は予備費の支出はありません。 

 　３ページに移ります。

 　（２）資本的収入及び支出。

 　収入でございます。

 　第１款資本的収入の決算額は５,５９１万７,０００円。

　第１項企業債は２,０７０万円。 

　第２項他会計補助金は３,５１３万８,０００円。 

　第３項負担金等は７万９,０００円。 
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 　支出の欄でございます。

 　第１款資本的支出の決算額は７,５７５万１,１２２円。

　第１項建設改良費は２,０７７万９,０００円。 

　第２項企業債元金償還金５,４９７万２,１２２円。 

　第３項の固定資産購入費は支出はございません。 

　第４項の予備費も支出はございません。 

 　（３）特例的収入及び支出。

 　こちらは企業会計の移行年度のみ発生するものでございます。

 　特例的収入１５８万６,５１８円、支出特例的支出３３８万８,５７４円。

 　続きまして、５ページを御覧いただきたいと思います。

 　令和６年度陸別町公共下水道事業会計損益計算書であります。

　営業収益は下水道使用料、その他の営業収益でありまして合計２,１８５万８,２５９

 円。

　営業費用は管渠費、処理場費、総係費、減価償却費などで１億２,４９０万１,２６２円

です。差引きの営業利益でございますが、１億３０４万３,００３円の営業損失となりま

 す。

　営業外収益、一般会計からの繰入れ、長期前受け金、戻入などで１億１,５０４万４,３

３９円となります。営業外収益は支払い利息等で８７３万６,３３３円で、以上を加減し

まして経常利益は３２６万５,００３円となります。特別利益はなく、特別損失が７０万

５,４５９円がありますので、これを減額しまして当年度純利益２５５万９,５４４円とな

 ります。当年度未処分利益剰余金も同額となります。

 　６ページから７ページに、剰余金の処分計算書があります。

　未処分利益剰余金２５５万９,５４４円は全額減債基金に積み立てするものでありま

 す。

 　８ページは貸借対照表となり、９ページからは事業会計の報告書となります。

 　その中で、主なものを説明します。

 　１０ページ下段、２の工事。

 　（２）建設工事の概況です。

 　汚水管渠新設工事１工区。新町２区で３区画分となります。

 　汚水管渠新設工事２工区。緑町で同じく３区画分となります。

　１３ページからは、令和６年度陸別町公共下水道事業会計キャッシュ・フロー計算書と

なります。業務活動によるキャッシュ・フローが２,４５３万２,８８３円の資金増加。投

資活動によるキャッシュ・フローでは１,６３１万９,８１８円の資金増加。財務活動によ

るキャッシュ・フローでは３,２８７万２,１２２円の減少で、三つを合わせまして合計で

 ７９８万５７９円の資金が増加して、期末残高１,８０７万７,８９４円となります。

　収益費用と資本的収入支出の明細書は１４ページから１７ページ、有形固定資産明細書
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は１８ページから１９ページ、企業債明細書は２０ページから２１ページ、その他参考資

 料が２２ページとなりますので、後ほど御覧いただきたいと思います。

 　以上で、議案第５５号から議案第６１号までの説明を終わります。

○議長（久保広幸君）　副町長におかれましては、長時間にわたる説明、大変お疲れさま

 でした。

　これより、令和６年度各会計の決算について、監査員の意見書が配付されております

が、代表監査員が出席されておりますので、意見書の内容に不明な点があれば、この際質

 疑を許します。

 　質疑はありませんか。

 （「なし」と呼ぶ者あり）

 ○議長（久保広幸君）　質疑なしと認め、監査委員に対する質疑を終わります。

　令和６年度各会計の決算認定に係る質疑、討論、採決は、本定例会初日の決定のとお

 り、９月９日に行います。

─────────────────────────────────── 

◎散会宣告 

─────────────────────────────────── 

 ○議長（久保広幸君）　以上で、本日の日程は全て終了いたしました。

 　本日は、これにて散会します。

散会　午後　１時４１分　　
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　以上、地方自治法第１２３条第２項の規定により署名する。 
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